
坂 井 市 

子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査 

● 調査ご協力のお願い ● 

 平素は本市の福祉行政にご理解とご協力をいただき、厚くお礼申し上げます。 

坂井市では、子ども・子育て支援法（平成 24 年法律第 65 号）に基づく新たな子ども・子育て支

援の制度の下で、教育・保育・子育て支援の充実を図るため、平成 27～31 年度の５年間を一期とす

る子ども・子育て支援事業計画を作成し、計画的に給付・事業の整備を実施する予定です。 

この調査は、計画策定の基礎資料とするため、市内にお住まいの小学生のお子さんをお持ちの保護者

の皆さまを調査対象とし、子育ての実情や子育て支援サービスに関する利用意向などをおうかがいする

ことを目的に実施するものです。皆さまからのご回答内容は統計的に処理し、計画策定の基礎資料とし

てのみ使用いたします。ニーズ調査の公表の際には、回答者のご迷惑になることは決してありませんの

で、安心してご記入ください。 

ご多忙のこととは存じますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようお願い申し上

げます。 

 

平成 25年 12月                                   坂井市長 坂本憲男 
 
 

【ご記入にあたってのお願い】 

１． アンケートにはお子さんの保護者の方がご記入ください（11ページの問25のみ、小学生のお子さ

んご本人にお答えいただく設問となっています）。特にことわりのある場合以外は、封筒の宛名のお子

さんについてご記入ください。 

２． ひとり親家庭の方は、父親や母親に関する項目については、該当する部分のみご記入ください。 

３． ご回答は、選択肢に○をつけてお選びいただく場合と、数字などをご記入いただく場合がございます。 

４． 選択肢の場合、お選びいただく数が設問によって異なりますので注意書きに従ってください。また「そ

の他」をお選びいただいた場合は、（  ）内に具体的な内容をご記入ください。 

５． 時間（時刻）をご記入いただく場合は、24時間制（例：午後６時→18時）でご記入ください。 

６． 設問によってご回答いただく方が限られる場合がございますので、ことわり書きや矢印に従ってご

回答ください。特にことわりのない場合は、次の設問にお進みください。 

 

 

ご記入がすみましたら、お手数ですが、同封の返信用封筒に入れて切手を貼らずに 12月 27日（金）
までにご投函ください。 

 ご回答いただく上でご不明な点、調査に対するお問い合わせは、下記までお願いいたします。 

 

 

坂井市子育て支援課 

電話： 0776-50-3042  ＦＡＸ： 0776-66-1650 

小学生児童用 
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● 子ども・子育て支援新制度は、急速な少子化の進行、家庭・地域を取り巻く環境の変化に対応

して、子どもや保護者の方に必要な支援を行い、一人ひとりの子どもが健やかに成長することが

できる社会を実現することを目的としています。 

● 子どもの成長においては、乳児期におけるしっかりとした愛着形成を基礎とした情緒の安定や

他者への信頼感の醸成、幼児期における他者との関わりや基本的な生きる力の習得、学童期にお

ける心身の健全な発達を通じて、一人ひとりがかけがえのない個性ある存在として認められると

ともに、自己肯定感を持って育まれることが重要です。子ども・子育て支援新制度は、社会全体

の責任として、そのような環境を整備することを目指しています。 

● 子ども・子育て支援は、以上のような考え方をもとに、保護者には子育てについての第一義的

責任があることを前提としつつ、保護者が子育てについての責任を果たすことや、子育ての権利

を享受することが可能となるような支援を行うものです。 

地域や社会が保護者に寄り添い、子育てに対する負担や不安、孤立感を和らげることを通じて、

保護者の方が自己肯定感を持ちながら子どもと向き合える環境を整え、親としての成長を支援し、

子育てや子どもの成長に喜びや生きがいを感じることができるような支援を目指しています。 

回答するに当たってお読みください 

 

子育て家庭 坂井市 

回答 

坂井市子ども・子育て 

支援事業計画 
 幼児期の教育・保育や地域の子育て支援について、 

現在の利用状況と利用希望から今後の需要量を導き出し、 

今後５年間の教育・保育サービスの提供体制について 

記す計画です。 

調査票を送付 

計画に基づいて整備 

保育サービス 

幼稚園・保育所 
認定こども園 

小規模保育・ 
家庭的保育 など 

放課後児童クラブ、 
地域子育て支援拠点事業、 

一時預かり、病児・病後児保育等 

調査票 

いただいた回答は坂井市の子育て支援の充実に生かされます 

 

子ども・子育て会議 



2 

 

 

 

問１ お住まいの地区はどちらですか。（ひとつに○） 

１．三国町 2．丸岡町 ３．春江町 ４．坂井町 

 

問２ 宛名のお子さんの生年月をご記入ください。（ ）内に数字でご記入ください。 

平成（   ）年 （   ）月生まれ 

 

問３ あなたにお子さんは何人いらっしゃいますか。（ ）内に数字でご記入ください。お２人以上の

お子さんがいらっしゃる場合は、末子の方の生年月をご記入ください。  

お子さんの数（   ）人    末子の生年月 平成（   ）年（   ）月生まれ 

 

※ここから先、すべての質問の「お子さん」とは、宛名のお子さんのことです。 
 

問４ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。お子さんからみた関係でお答えください。 

（ひとつに○）  

１．母親 ２．父親 ３．その他（        ） 

 

問５ この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。（ひとつに○）   

１．配偶者がいる          ２．配偶者はいない 

 

問６ お子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。お子さんからみた関係

でお答えください。（ひとつに○） 

１．父母ともに ２．主に母親 ３．主に父親 

４．主に祖父母 ５．その他（             ） 

 

問７ お子さんの世帯における同居・近居（同一校区内に居住）の状況についてうかがいます。お子さ

んからみた関係でお答えください。（ひとつに○）  

１．親と同居 ２．親・祖父母と同居 ３．親と同居し、祖父母と近居 

４．その他（                          ） 

 

 

 

問８ お子さんの子育て（教育を含む）に日常的に関わっている方はどなた（施設）ですか。お子さん

からみた関係でお答えください。（あてはまるすべてに○） 

１．父母ともに ２．母親 ３．父親 ４．祖父母   

５．小学校 ６．学童保育      ７．その他（            ） 

 

問９ お子さんの子育て（教育を含む）に、もっとも大きく影響すると思われる環境はどれですか。（あ

てはまるすべてに○） 

１．家庭 ２．地域 3．小学校 4．学童保育 

５．その他（                        ） 

 

問 10 お子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいますか。また、相談でき

る場所はありますか。（ひとつに○） 

１．いる／ある   ⇒ 問10-１へ           ２．いない／ない   ⇒ 問 11へ  

 

お住まいの地域・ご家族の状況等についてうかがいます。 

子どもの育ちをめぐる環境についてうかがいます。 
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問 10-１ 問 10で「１」に○をつけた方にうかがいます。お子さんの子育て（教育を含む）に関し

て、気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。（あてはまるすべてに○） 

１．祖父母等の親族 

３．近所の人 

５．保健所・保健センター 

７．民生委員・児童委員 

９．坂井市の子育て関連担当窓口 

２．友人や知人 

４．子育て支援施設（児童館等）・NPO 

６．小学校の先生 

８．かかりつけの医師 

10．その他（              ） 

 

問 11 子育てに不安や悩みはありますか。（ひとつに○） 

１．ある ２．多少ある ３．ない 

 

問 12 どのようなことで不安や悩みをお持ちですか。（あてはまるすべてに○） 

１．病気や発育・発達に関すること            

３．育児の方法がよくわからないこと      

５．子どもとの時間を十分にとれないこと 

７．仕事や自分のやりたいことが十分できないこと 

９．子どもの友達づきあい（いじめ等を含む）

に関すること 

11．子育てに関しての配偶者・パートナーの協

力が少ないこと 

13．自分の子育てについて、親族・近隣の 

人・職場等まわりの見る目が気になること 

15．子どもを叱りすぎているような気が 

すること 

17．地域の子育て支援サービスの内容や利 

用・申込方法がよくわからないこと  

19．特にない 

２．食事や栄養に関すること 

４．子どもとの接し方に自信が持てないこと 

６．話し相手や相談相手がいないこと 

８．子どもの教育に関すること  

10．登校拒否・不登校などの問題について 

 

12．配偶者・パートナーと子育てに関して意見が合

わないこと 

14．配偶者・パートナー以外に子育てを手伝ってく

れる人がいないこと 

16．子育てのストレスがたまって、子どもに手をあげ

たり、世話をしなかったりしてしまうこと 

18．その他（              ） 

 

 

 
 
 
 
問 13 お子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をうかがいます。  

 

～記入していただきたいこと～ 

◇（１）母親、（２）父親の両方にご回答ください。（父子家庭、母子家庭の場合はいず

れかで構いません） 

◇選択肢「１」～「４」（就労している）のいずれかに○をつけた方で、週当たりの「就労日数」、１

日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」「家を出る時間と帰宅時間」をお答えください。 

◇就労日数や就労時間、出勤・帰社時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答

えください。 

◇産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

◇（ ）内には数字をご記入ください。時間は、必ず （例）8時～18時のように、24時間制

でお答えください。 

お子さんの保護者の就労状況についてうかがいます。 



4 

 

（１）母親 【父子家庭の場合、記入は不要です】 

選択肢 現在の就労状況 

１ フルタイム ※１ 
 

 

１週当たり （   ）日 

１日当たり （   ）時間 

家を出る時間（   ）時台 

帰宅時間  （   ）時台 

２ 
フルタイム ※１ 

【現在、産休・育休・介護休業中】 

３ パート・アルバイト等 ※２ 

４ 
パート・アルバイト等 ※２ 

【現在、産休・育休・介護休業中】 

５ 
以前は就労していたが、 

現在は就労していない 

 

現在就労していない 

６ これまで就労したことがない 

※１ 「フルタイム」･･･１週５日程度・１日８時間程度の就労のことです。 

※２ 「パート・アルバイト等」…フルタイム以外の就労のことです。 

 

（２）父親【母子家庭の場合、記入は不要です】 

選択肢 現在の就労状況 

１ フルタイム ※１ 
 

 

１週当たり （   ）日 

１日当たり （   ）時間 

家を出る時間（   ）時台 

帰宅時間  （   ）時台 

２ 
フルタイム ※１ 

【現在、育休・介護休業中】 

３ パート・アルバイト等 ※２ 

４ 
パート・アルバイト等 ※２ 

【現在、育休・介護休業中】 

５ 
以前は就労していたが、 

現在は就労していない 

 

現在就労していない 

６ これまで就労したことがない 

※１ 「フルタイム」･･･１週５日程度・１日８時間程度の就労のことです。 

※２ 「パート・アルバイト等」…フルタイム以外の就労のことです。 

 

問 13-１ 問 13の（１）または（２）で「３」または「４」（パート・アルバイト等で就労している）

に○をつけた方にうかがいます。フルタイムへの転換希望はありますか。 

（母親、父親それぞれひとつに○） 

母親 父親 内 容 

１ １ フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２ ２ フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３ ３ パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 

４ ４ パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 

 

⇒３、４に○を

つけた方 

問 13-１へ 

⇒１、２に○を

つけた方 

問 14へ 

⇒５、６に○を

つけた方 

問 13-２へ 

⇒３、４に○を

つけた方 

問 13-１へ 

⇒１、２に○を

つけた方 

問 14へ 

⇒５、６に○を

つけた方 

問 13-２へ 
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問13-２ 問13の（１）または（２）で「５」または「６」（現在就労していない）に○をつけた方に

うかがいます。就労したいという希望はありますか。（母親、父親それぞれひとつに○、該

当する（ ）内には数字を記入） 

（１）母親 

   １．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

   ２．１年より先、一番下の子どもが（   ）歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

      →希望する就労形態    ①フルタイム（1週５日程度・１日８時間程度の就労） 

                   ②パートタイム、アルバイト等（「①」以外） 

                    →１週当たり（   ）日 １日当たり（   ）時間 
 
（２）父親 

   １．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

  ２．１年より先、一番下の子どもが（   ）歳になったころに就労したい 

   ３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

      →希望する就労形態    ①フルタイム（1週５日程度・１日８時間程度の就労） 

                   ②パートタイム、アルバイト等（「①」以外） 

                    →１週当たり（   ）日 １日当たり（   ）時間 

 

 

 

問 14 お子さんは、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごしていますか。 

（１）現在の状況と（２）今後の意向を教えてください。 

（あてはまるすべてに○、それぞれ希望する週当たり日数を数字で記入） 

（１）現在の状況 

１．自宅 週（   ）日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅  週（   ）日くらい 

３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 週（   ）日くらい 

４．スポーツ少年団 週（   ）日くらい 

５．児童館 ※１  週（   ）日くらい 

６．放課後子ども教室 ※２ 週（   ）日くらい 

７．放課後児童クラブ（学童保育）※３  週（   ）日くらい 

*利用を希望する時間（24時間制）も記入 →下校時から（    ）時まで 

８．ファミリー・サービス・クラブ 週（   ）日くらい 

９．その他（公民館、公園など） 週（   ）日くらい 

（２）今後の意向 

１．自宅 週（   ）日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅  週（   ）日くらい 

３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 週（   ）日くらい 

４．スポーツ少年団 週（   ）日くらい 

５．児童館 ※１  週（   ）日くらい 

６．放課後子ども教室 ※２ 週（   ）日くらい 

７．放課後児童クラブ（学童保育） ※３  週（   ）日くらい 

*利用を希望する時間（24時間制）も記入 →下校時から（    ）時まで 

８．ファミリー・サービス・クラブ 週（   ）日くらい 

９．その他（公民館、公園など） 週（   ）日くらい 

※１ 児童館で行う放課後児童クラブを利用している場合は「７」に回答 

※２ 放課後子ども教室･･･地域の方々の協力を得て、放課後や週末・長期休業中に公民館等で学習・スポーツ・文化芸術活動など

を体験する取組です。保護者の就労の有無に関わらず、すべての小学生が利用できます。 

※３ 放課後児童クラブ…保護者が就労等により昼間家庭にいない場合などに、指導員の下、子どもの生活の場を提供するものです。 

お子さんの放課後の過ごし方についてうかがいます。 

⇒ 

問 14-１へ 
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問 14-１ 問 14（２）で「７」に○をつけた方にうかがいます。希望する理由は何ですか。（ひとつ

に○） 

１．就労しており、子どもの面倒をみる人がいないから 

２．求職中、または就労予定であり、子どもの面倒をみる人がいないから  

３．就労していないが、家族・親族を介護しなければならないから 

４．保護者の病気・障がい等の理由による 

５．その他（                             ）  

 

問 14-２ 問 14で「７」に〇をつけた方にうかがいます。 

現在利用している放課後児童クラブに対してどのように感じていますか。それぞれの項目

についてあてはまる欄に〇をつけてください。 

項         目 大変満足 やや満足 普通 やや不満 大変不満 

①施設・環境 １ ２ ３ ４ ５ 

②職員等の配置状況（人員体制） １ ２ ３ ４ ５ 

③子どもへの接し方 １ ２ ３ ４ ５ 

④日常の遊び（活動・保育内容） １ ２ ３ ４ ５ 

⑤病気やケガの時の対応 １ ２ ３ ４ ５ 

⑥保護者への情報伝達 １ ２ ３ ４ ５ 

⑦悩みごとなどへの相談対応 １ ２ ３ ４ ５ 

⑧保護者の要望・意見への対応 １ ２ ３ ４ ５ 

⑨利用者間のネットワークづくり １ ２ ３ ４ ５ 

⑩安全対策 １ ２ ３ ４ ５ 

⑪衛生対策 １ ２ ３ ４ ５ 

 

問 14-３ 問 14で「７」に○をつけた方にうかがいます。 

お子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、放課後児童クラブの利用希望はありますか。

事業の利用には、一定の利用料がかかります。（それぞれひとつに○。また利用したい時間

帯を（ ）内に（例）８時～18時のように24時間制で記入） 

（１）土曜日 

１．利用したい（小学１～３年生の間まで）  

２．利用したい（小学６年生まで）  

３．利用する必要はない 

利用したい時間帯 

（    時）から（    時）まで 

 
（２）日曜・祝日 

１．利用したい（小学１～３年生の間まで）  

２．利用したい（小学６年生まで）  

３．利用する必要はない 

利用したい時間帯 

（    時）から（    時）まで 

 

問 15 お子さんについて、お子さんの夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中の放課後児童クラブの利用

希望はありますか。事業の利用には、一定の利用料がかかります。（それぞれひとつに○。また

利用したい時間帯を（ ）内に（例）８時～18時のように 24時間制で記入） 

１．利用したい（小学１～３年生の間まで）  

２．利用したい（小学６年生まで）  

３．利用する必要はない 

利用したい時間帯 

（    時）から（    時）まで 
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問 16 この１年間に、お子さんが病気やケガで小学校を欠席しなければならなかったことがあります

か。（ひとつに○） 

１．あった      ⇒ 問 16-１へ          ２．なかった    ⇒ 問 17へ 

 

問 16-１ 問 16で「１」に○をつけた方にうかがいます。お子さんが病気やけがで小学校を欠席した

場合に、この１年間に行った対処方法はどのようなものですか。（あてはまるすべてに○、

それぞれの日数も（ ）内に数字で記入、半日程度の対応の場合も１日として数えてくだ

さい。）  

 1年間の対処方法 日数 

①父親が休んだ （   ）日 

②母親が休んだ （   ）日 

③（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった （   ）日 

④父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた （   ）日 

⑤病児・病後児の保育を利用した （   ）日 

⑥ベビーシッターを利用した （   ）日 

⑦ファミリー・サービス・クラブを利用した （   ）日 

⑧仕方なく子どもだけで留守番をさせた （   ）日 

⑨その他（               ） （   ）日 

問 16-２ 問 16-１で「①」または「②」のいずれかに○をつけた方にうかがいます。その際、「でき

れば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。なお、病児・病

後児のための事業等の利用には、一定の利用料がかかり、利用前にかかりつけ医の受診が

必要となります。（ひとつに○、利用したい日数についても（ ）内に数字で記入） 

１．できれば病児・病後児保育施設等を利用したい ⇒（   ）日 

２．利用したいとは思わない  

 

問 16-３ 問 16-１で「③」から「⑨」のいずれかに○をつけた方にうかがいます。その際、「できれ

ば父母のいずれかが仕事を休んでみたい」と思われましたか。 

（ひとつに○、日数についても（ ）内に数字で記入） 

１．できれば仕事を休んで看たい ⇒（   ）日       ⇒ 問 17へ 

２．休んで看ることは非常に難しい               ⇒ 問 16-４へ 

 

問 16-４ 問 16-３で「２」に○をつけた方にうかがいます。そう思われる理由についてあてはまる

番号すべてに○をつけてください。 

１．子どもの看護を理由に休みがとれない   ２．自営業なので休めない  

３．休暇日数が足りないので休めない     ４．その他（              ） 

 

⇒ 

問 16-２へ 

⇒ 

問 16-３へ 

お子さんの病気の際の対応についてうかがいます。 
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問 17 この１年間に、保護者の用事などにより、お子さんを泊りがけで預けなければならないことはあ

りましたか。（ひとつに○） 

   １．あった（預け先がみつからなかった場合を含む）       ⇒ 問 17-１へ 

   ２．なかった                         ⇒ 問 18へ 

 

問 17-１ 問 17で「１」に○をつけた方にうかがいます。この１年間の対処方法とそれぞれの日数は

概ね何日ですか。（あてはまるすべてに○、それぞれの日数も（ ）内に数字で記入） 

    １．（同居者を含む）親族・知人に預けた         （   ）泊  ⇒ 問17-２へ 

    ２．短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した  （   ）泊 

      （児童養護施設等で一定期間、子どもを保護する事業） 

    ３．認可外保育施設やベビーシッター等の保育事業を利用した（   ）泊 

４．仕方なく子どもも同行させた             （   ）泊 

    ５．仕方なく子どもだけで留守番をさせた         （   ）泊 

    ６．その他（                   ）  （   ）泊 

 

問 17-２ 問 17-１で「１」に○をつけた方にうかがいます。親族・知人に預けた際の困難度はどの

程度でしたか。（ひとつに○）   

１．非常に困難      ２．どちらかというと困難      ３．特に困難ではない  

 

 

 

 

問 18 子どもの健全育成や非行防止のために、どのようなことに力をいれるべきだと思われますか。 

（○は３つまで） 

１．家庭でのしつけやこころの教育を充実する 

２．学校での生徒指導や教育を強化する 

３．学校や地域、行政、警察などが連携し、指導体制を充実する 

４．青少年が高齢者や大人など、地域の人びととふれあう機会をふやす 

５．青少年に及ぼす影響の大きい雑誌やビデオなどの販売、ちらし等を排除する 

６．万引きなどを防止するための管理体制を強化する 

７．青少年の非行防止・健全育成のための相談体制を強化する 

８．その他（                                      ） 

９．今のままでもよい 
 
 

問 19 子どもの安全を守るために、特に重要と思われることは次のうちどれですか。（○は３つまで） 

１．地域の交通安全活動の充実・強化 

２．歩行者や自転車のための交通安全施設（ガードレール･歩道）の整備 

３．地域ぐるみのパトロールなど子どもを犯罪から守るための取り組み 

４．公園の遊具や安全性の確保 

５．不審者の進入防止など、学校の安全対策 

６．通学路や子どもの遊び場の安全対策 

７．犯罪にあいそうになった時の対応についての教育 

８．その他（                                      ） 
 

お子さんの安全についてうかがいます。 

⇒ 問 18へ 

お子さんの一時預かり等の利用についてうかがいます。 
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問 20 お子さんとの外出の際、困ること・今までに困ったことは何ですか。（○は３つまで） 

１．歩道や信号がない通りが多く、安全に心配があること 

２．小さな子どもとの食事に配慮された場所がないこと 

３．買い物や用事の合間の気分転換に、子どもを遊ばせる場所がない 

４．緑や広い歩道がないなど、まちなみにゆとりとうるおいがない 

５．暗い通りや見通しのきかないところが多く、子どもが犯罪の被害にあわないか心配である 

６．周囲の人が子ども連れを迷惑そうにみること 

７．荷物や子どもに手をとられて困っている時に手を貸してくれる人が少ないこと 

８．子どもが自然とふれあう機会がないこと 

９．その他（                                     ） 

10．特に困ることはない 

 

 

 

 

 

問 21 将来、お子さんにどのような人に育ってほしいと思いますか。（○は３つまで） 

１．ふるさとや日本の自然、文化、伝統を愛し、大切にする人 

２．逆境に負けない忍耐力と自立心を身につけた人 

３．公共心や社会常識、マナーを身につけた人 

４．専門的な知識や技能を身につけた人 

５．人の意見に耳を傾け、柔軟に受け入れられる人 

６．自分の意見を持ち、リーダーシップや行動力がある人 

７．その他（                                     ） 

 

問 22 あなたは、これからもお子さんに坂井市で育ってほしいと思いますか。（ひとつに○、また、そ

の理由も記入） 

１．そう思う 

２．どちらかというとそう思う 

３．どちらかというとそう思わない 

４．そう思わない 

５．わからない 

その理由を記入してください。 

（                    ） 

 

坂井市での子育てや子育て支援サービスについてうかがいます。 
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問 23 あなたは、次の子育て支援策についてどの程度必要だと感じていますか。それぞれの項目につい 

てあてはまる欄に〇をつけてください。 

子 育 て 支 援 策 
ぜひ 

必要 
必要 

あまり 

必要でない 

必要 

でない 

わから

ない 

①多様な保育サービスや幼児教育の充実 １ ２ ３ ４ ５ 

②出産奨励金などの経済的支援策 １ ２ ３ ４ ５ 

③多子家庭への経済的支援策 １ ２ ３ ４ ５ 

④相談窓口の充実 １ ２ ３ ４ ５ 

⑤地域ぐるみで子育てを支える仕組みづくり １ ２ ３ ４ ５ 

⑥男女がともに子育てや家事を担う意識の啓発 １ ２ ３ ４ ５ 

⑦ひとり親家庭への支援 １ ２ ３ ４ ５ 

⑧障害のある子どもを持つ家庭への支援 １ ２ ３ ４ ５ 

⑨虐待を防止する対策 １ ２ ３ ４ ５ 

⑩不審者や事故などから子どもを守る対策 １ ２ ３ ４ ５ 

⑪会社など職場の理解促進 １ ２ ３ ４ ５ 

⑫雨天時の遊び場の整備 １ ２ ３ ４ ５ 

⑬幼保一元化について（幼保連携型） １ ２ ３ ４ ５ 

⑭その他 １ ２ ３ ４ ５ 

 

問 24 坂井市の教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、ご自

由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次のページには、宛名のお子さんご本人に答えて頂く質問があります。 

ひきつづきご回答よろしくお願いします。 
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問 25 この質問は封筒のあて名のお子さんご本人に回答してもらってください。（お子さんが記入する

のが難しい場合は、保護者の方が質問文の説明など、回答の補助をしてあげてください。） 

 

 

 あなたは、学校
が っ こ う

の授業
じゅぎょう

が終わった
お    

あとの放課後
ほ う か ご

や、学校
が っ こ う

がない土曜日
ど よ う び

・日曜日
に ち よ う び

・

夏休み
なつやす  

・冬休み
ふゆやす  

・春
はる

休み
やす  

などの自由
じ ゆ う

な時間
じ か ん

を過ごす
す   

とき、どんなところで過ごしたい
す     

ですか。 

 

①学校
がっこう

の授業
じゅぎょう

が終わった
お    

あとの放課後
ほ う か ご

に過
す

ごしたい場所
ば し ょ

 

②学校
がっこう

の授業
じゅぎょう

がない休日
きゅうじつ

に過ごしたい
す     

場所
ばしょ

 

（土曜日
ど よ う び

・日曜日
に ち よ う び

・夏休み
な つ や す  

・冬休み
ふ ゆ や す   

・春
は る

休み
や す   

など） 

 

①②のそれぞれについて、下
した

の選択肢
せんたくし

の中
なか

から３つまで選んで
え ら     

、□の中
なか

に番号
ばんごう

を書いて
か   

ください。 

 

 ①放課後
ほ う か ご

に過
す

ごしたい場所
ばし ょ

（３つまで） ②休日
きゅうじつ

に過
す

ごしたい場所
ばしょ

（３つまで） 

選択
せんたく

番号
ばんごう

       

 

 

調査にご協力いただき、ありがとうございました。 

１．学校
がっこう

の校庭
こうてい

 

 

３．屋外
おくがい

のスポーツ施設
し せ つ

 

  （サッカーコートや野球場
やきゅうじょう

など） 
 

５．自由
じ ゆ う

に遊べる
あそ    

広場
ひ ろ ば

 

７．動物
どうぶつ

、昆虫
こんちゅう

、草花
くさばな

などの自然
し ぜ ん

があるところ 

 

９．友だち
とも    

とくつろいだり、のんびりしたりで

きる場所
ば し ょ

 
 

11．静か
しず  

に勉強
べんきょう

のできる場所
ば し ょ

 

13．友だち
とも    

の家
いえ

 

 

２．学校
がっこう

の体育館
たいいくかん

や教室
きょうしつ

 

 

４．屋内
おくない

のスポーツ施設
し せ つ

 

  （バスケットボールコートなど） 
 

６．遊具
ゆ う ぐ

のある公園
こうえん

 

８．図書館
としょかん

 

 

10．音楽
おんがく

を聞いたり
き    

、楽器
が っ き

をひいたりできる場所
ば し ょ

 
 
 
 

12．自分
じ ぶ ん

の家
いえ

 

14．その他
た

（           ） 

封筒のあて名のお子さんご本人が 

お答え下さい。 

小小学学生生
しょうがくせい

のの皆皆ささんん
みな    

へへ  
 


